
　

日
本
一の「
お
ん
せ
ん
県
」を
う
た
う
大

分
県
の
南
西
部
に
位
置
す
る
豊
後
大
野

市
。
こ
こ
に
は
温
泉
が
ひ
と
つ
も
な
い
。

そ
れ
な
の
に
心
と
身
体
に
沁
み
る「
癒
し
」

が
あ
る
、
大
地
と
人
の
営
み
か
ら
生
ま
れ

た「
熱
い
」ド
ラ
マ
が
あ
る
。

　

そ
の
理
由
は
、
豊
後
大
野
の
大
地
の
壮

大
な
物
語
に
隠
さ
れ
て
い
る
。
こ
と
の
始

ま
り
は
、
今
か
ら
９
万
年
前
に
起
き
た

阿
蘇
火
山
史
上
最
大
の
大
噴
火
。
噴
火

に
よ
る
巨
大
な
火
砕
流
は
山
を
の
み
込

み
、
谷
を
埋
め
尽
く
し
た
。
火
砕
流
に
み

ま
わ
れ
た
直
後
、
何
も
か
も
が
死
に
絶

え
た
か
に
み
え
た
こ
の
大
地
。
だ
が
、
時

は
流
れ
、
ふ
た
た
び
川
が
流
れ
は
じ
め
る
。

川
は
岩
盤
を
削
り
、
断
崖
や
深
い
峡
谷

を
作
り
、
大
き
な
滝
ま
で
現
れ
た
。
そ

し
て
…
独
特
の
地
形
に
生
き
る
人
々
の
暮

ら
し
か
ら
、こ
こ
に
し
か
な
い
歴
史・伝
統・

文
化
が
生
ま
れ
た
。

　

現
在
、
こ
のエ
リ
ア
は
、
日
本
ジ
オ
パ
ー

ク
の
ひ
と
つ
に
認
定
さ
れ
て
い
る
。「
ジ
オ

パ
ー
ク
」と
は
、
ジ
オ（
地
球
）
に
親
し
み
、

学
び
、
そ
の
成
り
立
ち
や
自
然
を
感
じ
る

公
園
の
こ
と
。
大
地
の
営
み
が
生
ん
だ
ダ

イ
ナ
ミッ
ク
な
景
観
と
大
地
に
祈
り
、
と

も
に
生
き
る
と
い
う
人
の
想
い
が
、
こ
こ

に
は
あ
る
。
観
光
で
は
な
く「
感
光
」。
静

か
に
光
る
雄
大
な
風
景
を
感
じ
る「
新
し

い
旅
」が
今
、
始
ま
り
を
告
げ
る
。

●特集：ジオパーク

祖母傾

国定公園
大分県と宮崎県を
またぐ九州の屋根。
貴重な動植物を育
む原生林が残る。

　河原の石風呂
中世から受け継がれ
ている、火を焚いて熱
した石の上に薬草を
敷き詰めた蒸し風呂。

御嶽山
山頂部の「仙の岳
（獄）」は海底が隆起
した証しでもある
「チャート」と呼ばれる
堆積岩が見られる。

ずっとここに ある 、ずっと 新し い 旅 。
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大分空港
大分港

福岡

北九州

福岡県
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◎交通アクセス

　

豊
後
大
野
市
に
は
、
数
多
く
の
郷
土
芸

能
が
残
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
こ
の
ま
ち
か

ら
周
辺
へ
と
伝
播
し
た
発
祥
の
地
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

代
表
的
な
芸
能
に
は
神
楽
、
獅
子
舞
、

白
熊（
羽
熊
）が
あ
り
、
氏
神
への
神
事
芸

能
と
し
て
里
人
に
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し

た
。
い
ま
で
も
春
と
秋
に
は
市
内
の
あ
ち

こ
ち
で
こ
の
氏
神
と
共
に
楽
し
む「
地
祭
り
」

が
行
わ
れ
、
そ
こ
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
し

て
存
在
し
ま
す
。
こ
の
地
祭
り
で
は
、
本

宮
か
ら
の
神
輿
行
列
が
で
ま
す
が
、
そ
こ

で
獅
子
舞
は
先
導
役
と
し
て
神
の
行
く
道

を
払
い
清
め
、
道
中
で
は
白
熊
が
賑
や
か

し
と
し
て
付
き
従
い
、
里
の
祭
り
場
で
は
、

神
の
到
来
を
喜
び
神
楽
が
舞
わ
れ
、
里
人

は
そ
の
余
興
を
肴
に
宴
を
は
る
の
で
す
。

　
９
月
に
行
わ
れ
る「
緒
方
五
千
石
祭
」で

は
こ
の
神
輿
が
いっ
せ
い
に
集
結
す
る
連
合

祭
が
行
わ
れ
、
多
く
の
獅
子
舞
や
白
熊
、

神
楽
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

「
御
嶽
流
神
楽
大
会
」
で
は
県
内
外
の
神

楽
を
１
日
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
、「
豊
後

大
野
市
神
楽
会
館
」
で
は
毎
月
、
神
楽
の

公
演
を
行
って
い
ま
す
。

郷土芸能を継承する人の多さ、
しかもしっかりと芸が受け継がれ
ているところが素晴らしいと思い
ます。派手な動きや衣裳にも
注目しながら鑑賞してください。

御嶽神楽（国指定重要無形民俗文化財）

ＪＲ 所要時間：特急で3時間

車 所要時間：約3時間
JR博多駅［日豊本線］

▲ ▲

JR大分駅［豊肥本線］ JR三重町駅

福岡

▲

九州自動車道

▲

鳥栖J.C.T

▲

大分自動車道

▲ ▲

東九州自動車道

▲▲

大分米良I.C 国道10号

▲

犬飼

▲ ▲

豊後大野市

福岡方面から

中九州横断道路
国道326号

熊本方面から

ＪＲ 所要時間：特急で2時間

車 所要時間：約2時間
JR熊本駅［豊肥本線］

▲

JR三重町駅

熊本

▲

国道57号

▲

竹田

▲

豊後大野市

▲中九州横断道路
国道502号

車 所要時間：1時間
延岡

▲

国道326号

▲

豊後大野市延岡方面から

車 所要時間：約2時間15分
北九州

▲

東九州自動車道

▲

大分米良I.C

▲

国道10号

▲ ▲

犬飼

▲ ▲

豊後大野市
北九州方面から

中九州横断道路
国道326号

ＪＲ 所要時間：1時間／特急で35分

車 所要時間：約50分
JR大分駅［豊肥本線］

▲

JR三重町駅

大分

▲

国道10号

▲

犬飼

▲ 中九州横断道路
国道326号

▲

豊後大野市

大分市方面から

大分空港から
JR 大分駅まで

バス 所要時間：1時間
大分空港［空港バス］

▲

JR大分駅

●えぼし岳ぼたん桜まつり（４月）
●緒方五千石祭（９月）
●御嶽流神楽大会（10月）
●用作夜神楽 水鏡（11月）
●朝地神楽祭（11月）

郷土芸能が鑑賞できる祭り

そぼかたむき

こくていこうえん

おんだけさん

せん たけ

つじ  がわら いし  ぶ   ろ

◎ご宿泊はこちらで

ホテルますの井
三国家旅館
石川旅館
ホテルAZ 大分三重店
あづまや

0974-22-1050
0974-22-0126
0974-22-1182
0974-24-0101
0974-34-3318

ホテル・旅館等
0974-34-2005
0974-47-2430

0974-47-2080
0974-35-3601

箱崎旅館
民宿あんどう
ゲストハウスLAMP豊後大野
（祖母山麓尾平青少年旅行村）

里の旅リゾート ロッジきよかわ

097-578-1189
0974-34-3548
0974-26-2468

0974-34-2921

リバーパーク犬飼
ふるさと体験村
いなづみ白山川キャンプ場

豊後大野市農家民宿研究会（代表）

キャンプ場

農家民宿（お問い合わせ）

用作夜神楽 水鏡

郷土芸能に関するお問い合わせ
豊後大野市資料館ジオパークミュージアム
豊後大野市神楽会館

　豊後大野市三重町内田881 ☎0974-24-0040

豊後大野市清川町砂田810 ☎0974-35-2372

は
ぐ
ま

お
ん
だ
け

※所要時間は目安です。道路状況に
　より大きく変わる場合があります。

このパンフレットに掲載している情報は変更となる場合がございますので、
最新の情報や詳細については事前に確認されることをお勧めします。

豊後大野市

豊後大野市 商工観光課　　　　　　　　大分県豊後大野市三重町市場1200　☎0974-22-1001
一般社団法人 ぶんご大野里の旅公社　　大分県豊後大野市三重町市場1090　☎0974-27-4215観光に関するお問い合わせ

豊
後
大
野

よ
み
が
え
る

大
地
の
物
語
。
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ん　
　
　
ご　
　
　

お 

お　
　
　
の

豊後大野市資料館
ジオパークミュージアム

職員



地
球
と
人
間
の
、営
み
の
記
憶

豊
後
大
野
市
の
新
し
い
旅
。

出会橋・轟橋
奥岳川にかかる「出会橋・轟橋」。アーチ径が日本で１、２位を誇
る石橋を同時に眺める。手前が１位の轟橋、奥が2位の出会橋。

で  あい ばし      とどろばし

滞迫峡の大絶壁
高さ70m超、約11kmもの絶壁が続く「滞迫峡」。ここで火砕
流に巻き込まれた木の印象化石や炭化木も発見されている。

たいざこきょう

おおいた豊後大野ジオパークガイド
ガイドのお申込み・お問い合わせ
おおいた豊後大野ジオパークガイド事務局 
☎080-2708-7809

熟練したガイ
ドが楽しくわ
かりやすく皆
様をご案内
します。

ち
は
知
恵
を
使
い
、深
い
谷
に
は
身
近
に

あ
る
火
砕
流
で
で
き
た
岩
を
使
っ
て
、

「
出
会
橋
・
轟
橋
」と
いっ
た
石
橋
を
架
け

た
。さ
ら
に
人
々
は
安
穏
を
求
め
、岩
壁

に「
菅
尾
磨
崖
仏
」や「
普
光
寺
磨
崖
仏
」

と
いっ
た
仏
を
彫
刻
し
、疲
れ
た
体
を
癒

や
す
た
め
に
、現
代
の
サ
ウ
ナ
を
彷
彿
と

さ
せ
る「
辻
河
原
の
石
風
呂
」を
造
っ
た
。

　

地
球
が
残
し
た
遺
産
は
、約
９
万
年

前
か
ら
続
く
大
地
の
物
語
で
あ
る
。そ
し

て
人
間
が
残
し
た
遺
産
は
、長
い
年
月
を

か
け
て
そ
の
営
み
の
記
憶
を
大
地
に
刻

み
続
け
た
象
徴
で
あ
る
。そ
の
両
方
が

あ
っ
て
こ
そ
魅
力
的
な「
お
お
い
た
豊
後

大
野
ジ
オ
パ
ー
ク
」な
の
だ
。

　

お
よ
そ
９
万
年
前
に
阿
蘇
火
山
が
超

巨
大
噴
火
を
起
こ
し
た
。そ
の
際
に
発
生

し
た
大
規
模
な
火
砕
流
は
、生
命
あ
る

も
の
全
て
を
飲
み
込
み
な
が
ら
広
大
な

範
囲
に
広
が
っ
た
。堆
積
し
た
火
砕
流
は

冷
え
て
固
ま
り
、豊
後
大
野
の
大
地
は

凝
灰
岩
で
覆
わ
れ
た
。冷
え
て
固
ま
る

際
に
、「
柱
状
節
理
」と
呼
ば
れ
る
縦
方

向
に
亀
裂
が
入
っ
た
岩
壁
は
、や
が
て
川

の
侵
食
に
よ
っ
て
深
い
谷
や「
滞
迫
峡
」の

よ
う
な
絶
壁
の
渓
谷
に
変
わ
り
、落
差
の

あ
る「
原
尻
の
滝
」や「
沈
堕
の
滝
」と
いっ

た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
景
観
を
生
ん
だ
。

　

自
然
が
創
り
出
し
た
景
観
は
美
し
く

も
あ
る
が
、一
方
で
生
活
を
営
む
に
は
険

し
い
場
所
で
あ
っ
た
。そ
の
た
め
先
人
た

ち
ゅ
う
じ
ょ
う
せ
つ
り

つ
じ
が
わ
ら

軸丸地区の棚田
軸丸川の引水して開かれた田「古田（こた）」と富士緒井路の通水によって
畑から水田へと変わった田「新田（しんた）」が混在し棚田景観を形成。

緒方三社川越し祭りの神輿渡河
毎年旧暦の10月14日、15日に近い土日に行われる「緒方三社川越し祭り」。
何と言っても松明の明かりを頼りに神輿を担いだ裸衆が見せる渡河は圧巻。

地
形
を
把
握
し
、

築
い
た
営
み

　
「
原
尻
の
滝
」が
あ
る
緒
方
川
両
岸
に

は
、ま
さ
に
地
球
の
巨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

よって
創
り
出
さ
れ
た
、平
坦
な
土
地
が
広

が
る
。平
坦
な
場
所
の
周
囲
は
丘
陵
地
が

囲
み
、南
西
部
に
は
祖
母･

傾
山
系
が
そ
び

え
る
。

　
こ
の
自
然
が
創
り
出
し
た
火
砕
流
堆
積

物
の
大
地
で
は
、川
が
一
段
と
低
い
場
所

に
存
在
し
て
い
る
。先
人
た
ち
は
、こ
の
地

で
農
業
を
生
業
と
す
る
た
め
に
、水
の
確

保
の
必
要
性
を
考
え
た
。そ
の
結
果
、中
世

に
開
削
さ
れ
た「
緒
方
下
井
路
」を
は
じ

め
、近
世
で
は
緒
方
川
両
岸
に「
緒
方
上

井
路
」や「
原
尻
古
井
路
」な
ど
緒
方
川
両

岸
に
は
多
数
の
井
路
網
が
存
在
す
る
。ま

た
、近
代
に
な
る
と
、土
木
技
術
の
発
展
に

伴
い
、遠
く
離
れ
た
場
所
か
ら
取
水
し
、丘

陵
地
上
を
流
れ
る「
富
士
緒
井
路
」や「
明

正
井
路
」と
いっ
た
長
距
離
水
路
も
開
削

さ
れ
、棚
田
が
形
成
さ
れ
た
。

　

緒
方
川
両
岸
に
水
田
が
広
が
る
景
観

は
、こ
う
し
た
井
路
の
開
削
と
同
時
に
、江

戸
時
代
に
井
路
よ
り
河
川
側
に
家
を
建
て

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
命
令
が
下
っ
た
こ
と

で
で
き
あ
が
っ
た
。今
な
お
丘
陵
地
際
に
家

が
建
ち
並
ぶ
の
は
そ
の
名
残
で
あ
る
。

　

緒
方
川
両
岸
に
広
が
る
景
観
は
、人
々

の
生
活
や
生
業
の
変
遷
を
色
濃
く
残
す
も

の
と
し
て
、国
重
要
文
化
的
景
観「
緒
方

川
と
緒
方
盆
地
の
農
村
景
観
」と
な
っ
た
。

菅尾磨崖仏・普光寺磨崖仏
火砕流堆積物の岩壁に彫られた「菅尾磨崖仏（上）」と
「普光寺磨崖仏（左下）」。後者は国内最大級の大きさ。

すが お   ま  がいぶつ       ふ  こう  じ    ま がいぶつ



先祖から大切に受け継がれてきた伝統の祭り、
雄大な自然とひとつになれるユニークなイベント
など、のどかな里山には楽しいイベントが満載。

豊
後
大
野
市
は
、九
州
で
唯一、「
日
本
ジ
オ
パ
ー

ク
」
と「
ユ
ネ
ス
コエコパ
ー
ク
」
の
両
方
に
認
定

さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
息
づ
く
、
雄
大
な
大
地

と
豊
か
な
自
然
。
そ
し
て
、
歴
史
や
文
化
が

織
り
な
す
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
や
ア
ー
ト
。
さ
ら
に

は「
大
分
の
野
菜
畑
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
の
素

晴
ら
し
い
農
業
地
帯…

そ
れ
ら
を
体
感
し
、

心
も
身
体
も
スッ
キ
リ
整
う
体
験
を
。

チューリップフェスタ
えぼし岳ぼたん桜まつり
神角寺しゃくなげ祭り
傾山山開き

祖母山山開き
どんこ釣り大会

らいでん祭り
小松明火祭り（こだいひまつり）
しだはら湖面火まつり
三重町納涼花火大会
豊後犬飼大野川フェスティバル
菅尾石仏火まつり

緒方五千石祭

きよかわ「彩」宝生寺の秋
用作観光もみじ祭り
朝地神楽祭
緒方三社川越し祭り

ひょうたん祭り白山川ホタル祭り

ぶんごおおの巡蔵（めぐるくら）

大野町どんど焼き2月

3月

4月

5月

6月

8月

9月

御嶽流神楽大会10月

11月

12月

チューリップフェスタ

原尻の滝周辺では100種類30万
本のチューリップが咲き誇り、たくさ
んの観光客を出迎える。

4月

ひょうたん祭り

800年以上前から伝わる奇祭。緋色の
衣装をまとい、頭に長ひょうたん、1mを超
える大わらじをはいたひょうたん様が、沿
道の人々に御神酒をふるまう。

12月

用作観光もみじ祭り

県内屈指の紅葉の名所「用作公園」には、
500本を超えるモミジやカエデが植えら
れ、紅葉期間中はライトアップが行われる。

11月

朝地町にある寺院「普光寺（ふこうじ）」に
は、日本最大級の磨崖仏がある。その仏さま
と並んで、鳥のさえずりや川のせせらぎを感
じながら、真言宗の瞑想法「阿字観（あじか
ん）」を体験する。終了後は、ご住職を交えた
お茶の時間。特別な御朱印等のお土産付き。

アートの風を感じるなら「朝倉文夫記念公園」がおすすめ。日本近
代彫刻の基礎を築いた彫塑家、朝倉文夫の代表作「墓守」や愛ら
しい猫の作品など、初期から晩年までの作品約40点を展示して
います。四季折々の風景に抱かれた空間で、東洋のロダンと呼ば
れた芸術家の世界を体験ください。

大
分
県
と
宮
崎
県
に
ま
た
が
る
祖
母
・
傾
・
大
崩

山
系
。
ユ
ネ
ス
コエコパ
ー
ク
に
登
録
さ
れ
た
豊
か
な

自
然
が
も
た
ら
す
多
様
な
生
態
系
が
こ
こ
に
存
在

し
、
貴
重
な
動
植
物
の
宝
庫
と
なって
い
る
。
春
に

は
ツ
ク
シ
ア
ケ
ボ
ノ
ツ
ツ
ジ
、
夏
に
は
キ
レ
ン
ゲ
ショウ

マ
、
そ
し
て
秋
に
は
川
上
渓
谷
か
ら
山
頂
ま
で
色

鮮
や
か
な
紅
葉
が
見
ら
れ
る
。
祖
母
傾
山
系
の
主

峰
で
あ
る
祖
母
山
は
標
高
１
７
５
６ｍ
、
日
本
百
名

山
の
ひ
と
つ
で
も
あ
り
、
山
頂
か
ら
の
眺
め
に
は
きっ

と
感
動
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。
ま
た
、
本
格
的
な
登

山
を
し
な
く
て
も
素
晴
ら
し
い
自
然
を
体
感
で
き
、

川
上
渓
谷
沿
い
を
歩
け
ば
こ
の
地
域
な
ら
で
は
の
植

物
を
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

第
一
吊
り
橋
を
渡
り
、
１
４
０
０
ｍ
ま
で
は
急

斜
面
を
登
る
。
馬
の
背
を
慎
重
に
渡
れ
ば
、
素

晴
ら
し
い
展
望
が
開
け
て
く
る
。

多様な生態系をもたらす
大自然を体感できる旅

第
一
吊
り
橋
の
下
を
く
ぐ
り
、
渓
谷
沿
い
に
歩

い
て
第
二
吊
り
橋
を
渡
る
。
天
狗
分
か
れ
の
縦

走
路
に
出
て
か
ら
祖
母
山
頂
へ
進
む
。

尾
平（
宮
原
）コ
ー
ス
　
中
級
者
向
け

黒
金
尾
根
コ
ー
ス
　
中
上
級
者
向
け

ツクシアケボノツツジ

祖母山祖母山

01豊後大野市の魅力が満載

豊後大野ならではの体験プログラム

02豊後大野市の魅力が満載

奥岳川の最上流にあり、花崗岩の白い
河床と新緑のコントラストが美しい。川上渓谷　

日本百名山・祖母山を水源とした奥岳川のほ
とりにある宿泊施設。カヌーや釣り、テントサ
ウナ、BBQなど「里」の遊びを楽しみながら、
のんびりと過ごすことができる。ツリー型ハウ
スも人気。

祖母山麓にある大自然に囲まれたゲストハウ
ス。祖母山への登山口近くにあるため、ここを
拠点にトレッキングなど楽しむことができる。
モダンな造りの屋内には個室もあり、家族で
泊まって過ごせる。

大野川の景勝地「犬江釡峡」の河川空間を
使った公園「リバーパーク犬飼」には、遊具広
場・BBQ広場・キャンプ場・ログハウスと各種
施設が充実しており、四季折々に美しい景観
を見せてくれる。

リバーパーク犬飼

豊後大
野のアウトドア施設

里の旅リゾート ロッジきよかわゲストハウス LAMP豊後大野

日本最大級の磨崖仏
×

瞑想体験

taiken03

朝倉文夫記念公園
×

アート

taiken04

大分の野菜畑ぶんご大野を満喫！無農薬のベビー
リーフや日本有数の生産量を誇る夏秋ピーマン、
しっとりした食感と甘みの高糖度かんしょなど、豊
後大野の大地の恵みを収穫して味わえます。

おんせん県おおいたの中で温泉のな
い豊後大野市の大自然を活用したア
ウトドアサウナ。美しい川を活用した
川サウナや、水中鍾乳洞でのサウナ、
小屋サウナなど、大自然を満喫しなが
ら、“ととのう”体験ができます。

taiken01

taiken02

全身リラック
ス

アウトドア
×

サウナ体験

大分の野菜畑

ぶんご大野
×

収穫体験

年間イベント

スケジュール

n豊後大野市犬飼町田原714-33
☎097-578-1189

n豊後大野市緒方町尾平鉱山57
☎0974-47-2080

n豊後大野市清川町宇田枝158
☎0974-35-3601



日本の滝百選の「原尻の滝」がシンボ
ル。道の駅原尻の滝では、新鮮な農産
物を始めとする地元の特産品、 個性
豊かなオリジナル料理の数々、この駅
限定の“はちみつかぼすソフト”などが
楽しめます。 駅周辺は春のチューリッ
プフェスタ、夏の小松明火祭りなどで
賑わいます。

n豊後大野市緒方町
原尻936-1
☎0974-42-4140

郷土料理のだんご汁

は
ち
み

つ
かぼすソ

フ
ト

人気
ソフト

道の駅みえは大野川の雄大な眺め「江
内戸の景」を眼下に望む高台にありま
す。物産館では地元産の新鮮な野菜や
特産品を販売。駅内には地場の食材を
利用したメニューがあり、隣接する農地
では季節の野菜やいちご狩り体験がで
きます。

n豊後大野市三重町
宮野2791-1
☎0974-24-0010

いちご狩り

人気
ソフト

道の駅原尻の滝

道の駅おおのは、大自然の恵みを受け
て育った新鮮野菜や加工品など、地域
の農家のみなさんが手塩にかけて育て
た安心で美味しい特産品を多数揃えて
います。食事処では特産地鶏の「豊の
しゃも」を使ったメニューがオススメです。

n豊後大野市大野町
田中43-10
☎0974-34-3231

豊のしゃも親子丼
紫
い
も

ソ
フトクリ

ー
ム

人気
ソフト

道の駅おおの

道の駅みえ

道の駅あさじは朝地産豊後牛や綿田
米、シイタケ、銘菓などの特産品が人
気。レストランでは朝地産の素材にこだ
わった「あさじん丼」や「朝地牛焼肉御
膳」など人気メニューが盛りだくさん。
芸術が薫る工芸品なども並びます。

n豊後大野市朝地町
板井迫1018-1
☎0974-64-1210

朝地産豊後牛

人気
ソフト

ブ
ル
ー

ビ
ー瑠璃ソ

フ
ト

道の駅あさじ

国道502号沿いにある「道の駅きよか
わ」では、清川の産品にこだわり、 安く
て安全な新鮮野菜と真心のこもった
手作り加工品が並び、ほっこりとした
田舎の魅力をお届けします。無形民俗
文化財の御嶽神楽や日本一の石橋な
ども見どころです。

n豊後大野市清川町
砂田1574-1
☎0974-35-2117

オリジナル商品

ク
リ
ー

ン
ピーチのも

も
ソ
フ
ト

人気
ソフト

道の駅きよかわ

清らかな水と豊かな大地で育った豊後大野の野菜は、
味も栄養も満点。多彩で魅力いっぱいの野菜を召し上がれ！

昔から農作業の合間に出されていた、優しい甘さの
おやつ。道の駅や直売所など、市内各所で味わえる。

農家に被害をもた
らすイノシシやシカ
を捕獲し、料理に利
用。唐揚げや煮物な
ど、様々な店で工夫
を凝らしたメニュー
が提供されている。

日本有数の生産
量を誇る夏秋ピー
マンは、朝晩の寒
暖差により豊かな
香りと栄養がたっ
ぷり。ブランド化
を目指している。

全国乾椎茸品評会で、

幾度もの団体優勝を

誇る大分県。それに貢

献しているのが、豊後

大野市。三大旨味成分

の一つ「グアニル酸」

を多く含んだ質も味も

素晴らしい特産品。

乾しい
たけ ジビエピーマン

藤居醸造
焼酎一筋、昔ながらの技法を守
りながら、完全手造りで行う。二
代目の名前を命名した「泰明（た
いめい）」がその代名詞。

明治３７年創業の焼酎蔵元。大
分本格むぎ焼酎牟禮鶴（むれづ
る）や、朝地町の御膳米を使用し
た米焼酎あさぢなどを全国へ発
信している。

牟礼鶴酒造
超軟水の仕込み水から小仕込
みで手作りの清酒“丹誠”を醸す。
ワイン風の純米酒 “ゆすらもも”
は女性ファンが多い。

吉良酒造

県内でも数少ない「全量槽しぼ
り」を守る。屋号を冠した「鷹来
屋」は、米本来の旨味と香りが楽
しめる銘酒。

浜嶋酒造

豊
か
な
山
々
か
ら
湧
き
出

た
清
ら
か
な
水
と
、そ
れ
に

育
ま
れ
た
米
や
麦
。良
質
な

素
材
に
恵
ま
れ
た
土
地
で
、

４
つ
の
酒
蔵
が
旨
い
酒
を

生
み
出
し
て
い
る
。

酒
蔵

　

め
ぐ
り

酒万十
さけ　　まん　じゅう

地元で採れた新鮮な野菜や産品が多く並んでいます。
食堂では地元の食材を使用した食事ができ、特にオス
スメは地元農家の方がつくる「だんご汁」です。
n豊後大野市朝地町梨小1141-1 ☎0974-74-2020

里の駅やすらぎ交差点

い
ち
ご

ス
ペシャルソ

フ
ト

豊後大野市産
の椎茸が大好
きで目がない

なばっピー

豊後大野の自
然や食べ物が
大好き！

ヘプタゴン

豊後大野のゆるキャラ

ヘプタゴンと
なばっピーが紹介

市内で生産された農林水産
物等を活用した加工品等の
中から、特に優れた商品を地
域ブランドとして認証してい
ます。豊後大野の自慢の逸
品をぜひご堪能ください。

豊後大野市ブランド認証制度
T O P I C S

詳しい情報は
こちらから

清らかな川が流れる山里の大地と森。
自然と共生する豊後大野市は

大分県を代表する豊かな農業地帯。
滋味溢れる野菜や旨い酒、

そして独特の食文化が育まれてきた。

水よし！ 空気よし！


